
「関西のインフラ強化を進める会」開催報告 

 近畿建設協会では、公益事業の一環として「関西のインフラ強化を進める会」を設置しました。 
目的は、関西を日本のリーディングエリアとしていくために必要なインフラ整備や仕組み等について、関
西にゆかりのある有識者で方向性を議論し、実現に向け構想・プロジェクト等をとりまとめ、その内容等
を広く広報していくものであります。 
 この度、第1回を平成29年4月25日に開催しましたので、その報告をします。 
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 関西の環状道路は整備が遅れており、まだまだ十分ではない。環状道
路をきっちり造り、厚みのある関西にしたい。その中で南海経済軸が
でき、山陽軸と共に厚みのある西日本になれる。今後は徳島と和歌山
を結ぶフェリーに注目が集まる。 

 関西空港に2本目の滑走路ができ、LCCが伸びなければ、インバウン
ドは増えていなかった。先見性を持ったインフラを作ることが大切だ。 

 インフラはハードだけではない。マーケットメカニズムをうまく作ら
ないといけない。 

 大阪都市圏のストックを生かしながら交通ネットワークを整備してい
きたい。 

 世界遺産の熊野古道は昔のままの姿で残っているが、今以上に発展し
ないながらも住民が生活でき、観光客が移動できる程度のインフラが
必要。 
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